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市
民
み
ん
な
の
手
で
明
る
い
社
会
を

　
五
月
三
日
は
憲
法
記
念
日
。
日
本
国
憲
法
は
三
つ
の
基
本
理

念
、
国
民
主
権
・
平
和
主
義
・
基
本
的
人
権
の
尊
重
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
基
本
的
人
権
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
尊
重
さ
れ
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
す
。

　
憲
法
記
念
日
を
機
会
に
私
た
ち
の
人
権
、
と
り
わ
け
同
和
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。
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み
ん
な
の
願
い

　
「
健
康
で
あ
り
た
い
」
「
希
望

す
る
仕
事
に
就
き
た
い
」
「
好

き
な
勉
強
が
し
た
い
」
「
愛
す

る
人
と
結
婚
し
た
い
」
と
い
っ

た
、
だ
れ
も
が
自
然
に
持
つ
願

い
。
こ
れ
ら
の
願
い
を
実
現
す

る
た
め
、
憲
法
は
基
本
的
人
権

を
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久

の
権
利
と
し
て
、
す
べ
て
の
人

に
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
本
的
人
権
は
、
人
類

が
長
い
歴
史
の
中
で
多
く
の
犠

牲
を
払
い
、
た
ゆ
み
な
い
努
力

を
積
み
重
ね
獲
得
し
て
き
た
も

ニ
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の
で
す
。

　
し
か
し
現
実
に
は
、
そ
の
崇

高
な
理
念
の
恩
法
の
も
と
で
民

や
が
て
半
世
紀
を
迎
え
よ
う

フＴ
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と
す
る
今
日
な
お
、
私
た
ち
の

社
会
に
は
、
「
同
和
地
区
の
出

身
だ
か
ら
」
と
か
、
「
女
性
だ

か
ら
」
、
「
心
身
に
障
害
が
あ

る
か
ら
」
、
「
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
だ
か
ら
」
と
い
う
よ
う
に
。

そ
の
人
の
責
任
で
な
い
こ
と
に

よ
る
偏
見
や
差
別
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
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中
で
も
同
和
問
題
は
「
同

和
地
区
の
出
身
」
と
い
う
こ
と

だ
け
で
差
別
を
受
け
、
希
望
す

る
仕
事
に
就
け
な
い
、
十
分
な

教
育
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
、

座講民市たれか開に月旧年昨し指目を決解の題問和同

同
和
間
題
の
解
決
を

近
代
社
心
一
の
原
理
と
し
て
、
す

べ
て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い

る
市
民
民
的
権
利
と
自
由
が
保

障
さ
れ
ず
、
そ
の
こ
と
が
今
日

の
生
活
に
も
な
お
大
き
な
影
響

を
残
し
て
い
る
と
い
う
、
基
本

ａ
ｒ
ド
万
」

　
ト
街
頭
で
の
人
権
啓
発
活
動

　
（
昨
年
程
月
３
日
、
近
鉄
大

　
久
保
駅
前
で
）
。

的
人
権
に
か
か
わ
る
、
重
大
か

つ
深
刻
な
社
会
問
題
な
の
で
す

　
市
で
は
、
一
九
六
五
年
（
昭

和
四
〇
年
）
、
「
同
和
問
題
の

早
急
な
解
決
は
国
の
責
務
で
あ

ゴ
．
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『
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Ｉ

り
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
と

し
た
、
国
の
同
和
対
策
審
議
会

答
申
の
精
神
や
そ
の
後
に
制
定

さ
れ
た
特
別
措
置
法
の
も
と
、

国
や
京
都
府
と
連
携
し
、
同
和

問
題
解
決
に
向
け
て
の
施
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
生
活
環
境
を
中

心
に
物
的
な
面
亘
定
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
同
和
問
題
の
解
決

に
と
っ
て
重
要
な
教
育
・
就
労

・
啓
発
に
多
く
の
課
題
を
残
し

て
い
ま
す
。

’
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
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跡
を
絶
た
な
い
差
別
事
件

　
差
別
落
書
き
は
、
一
昨
年
十

二
月
に
市
役
所
庁
舎
で
発
見
さ

れ
て
以
来
、
山
城
地
方
の
各
地

で
連
続
し
て
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
い
ず
れ
も
、

同
和
地
区
の
人
々
の
生
存
を
否

定
し
た
り
、
排
除
し
た
り
す
る

極
め
て
悪
質
な
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
昨
年
十
一
月
に
は
、

市
内
の
小
学
校
に
お
い
て
も
差

１

９

ｆＩ

日
本
国
憲
法
（
抜
粋
）

第
ｕ
条
　
国
民
は
、
す
べ
て

　
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を

　
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲

　
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基

　
本
的
人
権
は
。
侵
す
こ
と

　
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利

　
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来

　
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。

第
ｎ
条
　
す
べ
て
国
民
は
、

　
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。

　
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追

　
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利

　
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福

　
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立

　
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、

　
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す

　
る
。

第
Ｍ
条
　
す
べ
て
国
民
は
、

　
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

　
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社

　
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ

　
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又

　
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

　
差
別
さ
れ
な
い
。

　
　
（
以
下
略
）

第
９
条
　
こ
の
憲
法
が
日
本

　
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的

　
人
権
は
。
人
類
の
多
年
に

　
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力

　
の
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ

　
ら
の
権
利
は
、
過
去
幾
多

　
の
試
錬
に
堪
へ
、
現
在
及

　
び
将
来
の
国
民
に
対
し
、

　
侵
す
こ
と
の
で
ぎ
な
い
永

　
久
の
権
利
と
し
て
信
託
さ

　
れ
た
も
の
で
あ
る
。

別
落
書
き
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
学
校
は

子
供
た
ち
が
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
の
担
い
手
と
な
る
た

め
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
な
い
正
し

い
考
え
方
を
学
ぶ
と
こ
ろ
で
す

　
そ
の
学
校
に
お
い
て
差
別
落
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部
く
し
チ
　
　
　
ｙ
成

　
　
　
　
　
黙
　
た
い
へ
　
輪
　
　
　
と
権
道
一
風
　
み
の

　
婚
節
生
り
沈
春
う
長
々
記
指
い
束
史
人
の
口
る
川
の
落

題
　
季
　
わ
の
　
の
番
日
日
な
　
　
歴
と
ス
ブ
た
い
ら
部

　
　
い
　
　
　
年
　
子
一
る
の
さ
会
　
の
ち
モ
の
わ
な
か
別

　
　
し
　
ま
十
　
の
の
け
夫
い
　
　
　
本
た
ス
子
を
の
来
差

　
結
美
誕
ひ
五
早
竹
父
輝
昌
ち
出
約
日
私
コ
直
川
橋
未
被

書
き
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
、

市
で
は
強
い
衝
撃
を
受
け
、
取

り
組
み
の
不
十
分
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
理
解
で
き
る
学
習
を
、
更
に

深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
民
み
ん
な
の
手
で

　
私
た
ち
が
、
自
ら
の
基
本
的

人
権
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

私
た
ち
の
周
り
か
ら
一
つ
ひ
と

つ
差
別
を
な
く
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
人
間
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
差

別
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
ま

た
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
市
で
は
、
広
報
紙
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
の
ほ
か
、
昨
年

開
催
し
た
「
同
和
問
題
を
考
え

る
市
民
講
座
」
や
「
人
権
週
間

記
念
講
演
心
一
」
を
さ
ら
に
充
実

し
、
啓
発
事
業
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
啓
発
の
効
果
を
高

め
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
同
和
問
題
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
行
動
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
・
職
場
・
学
校

な
ど
で
の
研
修
会
に
貸
し
出
す

た
め
、
同
和
問
題
啓
発
映
画
や

ビ
デ
オ
も
、
用
途
に
合
わ
せ
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

差
別
の
な
い
社
会
－
だ
れ
も
が

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
Ｉ

を
築
く
た
め
、
一
緒
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

　
五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

は
憲
法
週
間
で
す
。
城
南
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
、
京
都

地
方
法
務
局
宇
治
支
局
と
市

で
は
、
こ
の
週
間
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

Ｗ敬ぐ員″四人

ゴポ詣対
教

器路か宍ごお．
◆
ぐ

　
▽
と
き
・
：
５
月
ｐ
一
日
困
、

午
前
如
時
～
午
後
３
時

　
▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館

（
宇
治
公
民
館
）

　
▽
相
談
内
容
・
：
○
差
別
や

い
や
が
ら
せ
を
受
け
た
　
○

名
誉
や
信
用
を
傷
つ
け
卵
れ

た
　
○
義
務
の
な
い
こ
と
を

強
制
さ
れ
た
　
○
児
童
や
生

徒
が
、
い
じ
め
や
仲
間
は
ず

れ
に
あ
っ
た
　
○
女
性
や
子

供
、
お
年
寄
り
が
虐
待
さ
れ

た
　
○
騒
音
や
悪
臭
、
ぱ
い

煙
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

　
○
離
婚
や
扶
養
、
相
続
な

ど
で
家
庭
内
で
も
め
て
い
る

な
ど
。

　
ま
た
、
左
表
の
人
権
擁
護

委
員
の
自
宅
で
も
、
随
時
、

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
課

市
民
相
談
係
（
ａ
内
線
2
0

7
9
）
へ
。
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5月12日(木)

人権相談所を開設

啓
発
映
画
・
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
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市民総合体育大会の競技予定表回３第

第
2
8
回
　
市
民
総
合
体
育
大
会
開
幕

５
月
８
日
(
日
)
午
前
９
時
か
ら

太
陽
が
丘
体
育
館
で
総
合
開
会
式

　
第
二
十
八
回
市
民
総
合
体
育
大
会
は
、
五
月
八
日

剛
、
午
前
九
時
に
太
陽
が
丘
体
育
館
で
開
幕
。
二
十

二
種
目
に
力
と
技
を
競
い
ま
す
。
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
、
余
暇
の
有
効
利
用
や
健
康
づ
く
り
の
機
運

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
の
大
会
に
は
、
毎

回
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
す
。
競
技
予
定
は
、

左
表
の
と
お
り
。
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
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健康

・ポリオ生ワクチン服用開始

　［〉日程・会場…６年度版「市民

カレンダーと手びき」に掲靫［〉対

象･‥生後３ヵ月以上４歳末両で、

２回服用していない乳幼児c〉注

意事項…○母子手帳と問診表を持

って来てください○体温は必ず測

ってきてください○車での来場は

ご遠慮ください。

　次にあてはまる場合は服用でき

ません。●ＢｃＧ・麻しん予防注

射を受けて１ヵ月以内●三1動昆合

予防接種を受けて１週間以内●麻

しん、おたふくかぜ、風しん、水

痘が治って１ヵ月以内●今、とび

ひ、手足口病、突剣生発しんにか

かっている●ひきつけ、けいれん

を起こして１年以内。

［邑ｲ呆健予防課（内線2261）。

お知らせ

■赤十字社資募集運動にご協力を

　日本赤十字社では、赤十字事業

を推進するため「全戸加入」を目

標に社資募集運動を実施。

　赤十字事業の国際救援・災害救

護活動、献血事業などの資金はす

べて皆さんからご協力いただいた

　「社資」で賄われています。まも

なく町内（自治）会を通じて社資

募集のお願いをします｡ご協力を。

■「都市指標」「南山城統計指標」刊行

　京都府都市統計協議会及び南

山城統計研究会ではこの程、平

成５年度版の「都市指標」「南山

城吽尨忖Ｍ票」を刊行しました。人

ロ・産業・教育・財政などについ

て、それぞれ府内11市、南山城３

市３町（宇治市を含む）の統計数

値を記した内容となっています。

　これらは、市役所１階の行政資

料コーナーと各図書館で閲覧でき

るほか、介価課（内線2083）で各

１部100円でお渡しします（部数

に限りあり）。

■「宇治市の工業」刊行

　市では平成４年12月31日現在で

実施された工業統計調査の宇治市

分の結果をまとめた「宇治市の工

業」を刊行。内容は製造業を営む

事業所の

の状兄を記したものです。

　これは、市役所１階の行政資料

コーナーと各図書館、各コミュニ

ティーセンター・公民館で閲覧で

きるほか、企画課（内線2083）で

１部300円でお渡しします。

青少年センター

・大久保青少年センター（き44－

｡7447）

　　〈こどもフェスティバル〉［〉５

日（蜀午前10時～午後４時E〉内容・

時間…○人形劇＝午前10時～11時

半○作ろう大会「布に描いてハン

カチ作り（小・中学生）」「なみ紙

のこいのぼり（幼児）」「木片でお

もちゃづくり（幼児～小学生）」

＝午後１時～４時、○丸太切り

競争（小学生以上）＝午後２時～

３時。〈茶1商みと茶工場見学〉

E〉8日（日〉午前９時～午後４時（雨

天中止）、茶業センター、府立茶

業研究所｛〉対象…市内在住小・中

学生。保護者も可。先着25人、交

通費は自己負担圃同センター。

　〈チャレンジ広場〉【〉14日出［〉

内容・時間…○体操教室＝午前

９時～10時、○手作り教室「布の

お知らせ板」・自由遊び＝午前９

時～正午E〉対象…小学生以上、

　〈こども茶道教室〉皿日出午後

２時～５時E〉対象…小こ中学生。

先着20人　圃同センター。くお

はなし会〉E〉11日伽、25日限午後

３時半～４時じ〉対象…幼児～小学

校低学年。

学ぶ

■宇治川郷土史学習会

　［〉５月11日～７年３月29日の第

２・４水曜、午前10時～正午、宇

治公民館C〉テーマ「暮らしの中の

物と事」［〉講師＝郷土史研究家・

若原英弐さん【〉月500円圃前川

さん（容21－3458）。

催し

■市民茶摘みの集い

特高
乙

―
φ

才剱国

治
治
接
よ
ん

町
謡
札
乳

名
茶
茶
触
り

でいただくための催しです。茶摘

みの体験をしていただくほか、宇

治茶の缶ドリンクのお土産もあり

ます。ぜひお越しください。

　C〉8日(日)午後Ｏ時半～２時半

(雨天中止)、茶業センター内茶

園(太陽が丘宇治側ゲー1ヽ前、宇

治折居25)圃農林茶業課(内線

2214)。

■第13回宇治川魚釣り大会

　E〉22日(日)(雨天決行)、宇治川

一帯[〉審査…ハエ､マジカ、フナ、

ブラックバスなど１尾(活魚)の

長寸。正午～午後２時に中の島朝

霧橋たもと特設テン1ヽへ持ち込み

で[〉午後１時から宇治川でとれる

魚の料理の食0来会があります圃

○事前＝観光センター(豊23－33

34)、宇治川漁業協同組合(豊20

－8181)。○当日＝午前５時～８

時に同特設テントか京阪宇治駅

前。

スポーツ

■フォークダンス講習会

　t〉2日囲午後１時～３時、宇治

公民館C〉500円C〉持ち物…上靴

圃山岡さん(登075-461-1828)。

・市民卓球教室

　[〉10日～27日の火･金曜､午後７

時半～９時半。岡屋小学校体育館

[〉対象…30～60歳の初心者。先着

30人[〉持ち物…上靴圃市民体育

課(内線2622)。

■市民ソフトテニス教室

　[〉14日～29日の土・日曜、午後

３時～５時。黄槃テニスコートE〉

対象…30～60歳の初心者。先着30

人[回市民体育課(内線2622)。

■全国一斉ウォークラリー大会

　宇治会場

　【〉15日(日)(雨天決行)午前９時

20分～、宇治公園(中の島)[〉１

人200円圃市民体育課(内線26

22)。2～5人のチームで。先着

100チーム。

塚
ば

宍謳

ご一
四

生
こ
な鶏

　
春
は
桜
、
夏
は
緑
、
秋
は
カ

エ
デ
、
冬
は
雪
と
四
季
折
々
の

美
し
さ
が
際
立
つ
、
笠
取
山
の

家
。
多
く
の
市
民
の
利
用
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、

笠
取
の
自
然
の
中
で
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
▽
使
用
申
請
受
付
日
・
・
・
使
用

日
か
使
用
初
日
の
２
ヵ
月
前
の

月
の
１
日
、
午
前
９
時
か
ら

　
（
１
日
が
市
役
所
休
業
日
で
あ

れ
ば
、
そ
の
翌
日
）
。
７
月
・

８
月
使
用
分
の
受
け
付
け
は
そ

れ
ぞ
れ
５
月
２
日
、
６
月
１
日

か
ら
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
月

末
の
１
泊
２
日
や
２
泊
３
日
の

申
請
で
、
使
用
が
翌
月
に
ま
た

が
っ
た
場
合
は
、
そ
の
申
請
を

優
先
し
ま
す
。

　
▽
使
用
料
…
Ｏ
昼
間
（
午
前

珀
時
～
午
後
６
時
）
1
1
0
0

0
円
Ｏ
夜
間
（
午
後
６
時
～
翌

７
月
使
用
分
の
受
け
付
け
は
５
月
２
日
か
ら

笠
取
山
の
家

日
の
午
前
如
時
）
＝
1
0
0
0

円
○
全
日
（
午
前
如
時
～
翌
日

の
午
前
珀
時
）
＝
2
0
0
0
円
。

最
大
３
日
間
の
利
用
と
し
ま
す
。

　
▽
利
用
で
き
る
人
…
○
市
内

在
住
、
在
勤
の
人
や
そ
の
家
族

・
所
属
す
る
団
体
○
市
内
の
大

学
に
在
学
し
て
い
る
人

　
▽
施
設
内
容
・
・
未
造
平
屋
建

て
、
洋
室
、
和
室
、
茶
室
、
台

所
、
便
所
、
浴
室
な
ど
。
炊
事

道
具
は
あ
り
ま
す
が
食
事
は
自

炊
。
寝
具
は
有
料
（
Ｉ
セ
″
ト

ー
０
０
０
円
）
で
す
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
・
：
自
治
振
興

課
（
内
線
2
2
0
2
）
。

固
定
（
償
却
）
資
産
税
一
年
　
な
ど
は
、
す
ぐ
に
市
民
税
課
へ

固
定
（
償
却
）
資
産
税

前
納
報
奨
金
制
度

Ｔ
／

撰
作
｛

　
皿
れ
作
゛
む
な

　
六
年
度
の
固
定
（
償
却
）
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
と
納
付
書
を
ま
も
な
く
発

送
し
ま
す
。
発
送
日
、
納
期
限

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
し

な
い
場
合
は
、
督
促
手
数
料
や
、

延
滞
金
な
ど
の
余
分
な
負
担
が

掛
か
り
ま
す
。
必
ず
納
期
限
ま

で
に
ご
納
付
を
。
な
お
、
口
座

振
替
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、

指
定
の
金
融
機
関
か
ら
、
納
税

通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る
金
額

を
各
納
期
（
前
納
は
第
一
期
）

ご
と
に
引
き
落
と
し
ま
す
。

分
を
第
一
期
の
納
期
限
ま
で
に

納
め
る
と
、
前
納
報
奨
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
前
納
に
は
、
通

知
書
に
同
封
の
前
納
用
納
付
書

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

今
年
度
の
前
納
報
奨
金
の
交
付

率
は
〇
・
一
五
％
で
す
。
ま
た
、

年
税
額
に
よ
り
前
納
報
奨
金
が

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
。
通
知
書
に
同
封
の
「
お

知
ら
せ
」
を
。

　
問
い
合
わ
せ
…
税
額
・
課
税

根
拠
な
ど
に
つ
い
て
は
、
資
産

税
課
（
内
線
2
1
2
6
～
2
1

3
0
）
。
納
付
・
納
税
相
談
な

ど
に
つ
い
て
は
、
納
税
課
（
内

線
2
1
3
2
～
2
1
3
8
）
Ｏ

軽
自
動
車
税
は

四
月
一
日
の
所
有
者
に

　
軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日

現
在
の
軽
自
動
車
な
ど
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
四
月
二

日
以
後
に
廃
車
や
譲
渡
の
手
続

き
を
行
っ
て
も
、
六
年
度
分
の

税
は
元
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

未
了
。
廃
車
・
譲
渡
・
取
得
し

た
と
き
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

固
定
（
償
却
）
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
障
害
の
あ
る
人
は

　
減
免
中
請
を

　
軽
自
動
車
税
に
は
障
害
者
の

た
め
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

軽
自
動
車
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
、
一
台
に
限
り

受
け
ら
れ
ま
す
（
た
だ
し
普
通

自
動
車
で
減
免
を
受
け
て
い
る

場
合
を
除
く
）
。

①
主
に
障
害
者
が
利
用
出
来
る

よ
シ
な
構
造
に
な
っ
て
い
る

②
障
害
者
が
所
有
し
て
い
る

　
（
身
体
障
害
者
が
Ｂ
歳
未
満
か

軽
自
動
車
の
所
有
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
場
合
と
、
精
神
障
害

者
で
あ
る
場
合
は
、
主
に
障

害
者
の
通
学
・
通
院
・
通
所
・

仕
事
に
使
用
す
る
な
ら
ば
、
生

計
を
一
に
す
る
人
が
所
有
し
て

い
て
も
よ
い
）

　
減
免
申
請
は
、
次
の
書
類
を

添
え
て
、
五
月
三
十
一
日
ま
で

に
市
民
税
課
で
手
続
き
を
。

　
▽
減
免
申
請
書
（
市
民
税
課

所
定
）
▽
身
体
障
害
者
手
帳
（
戦

傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
保

健
所
の
証
明
書
な
ど
）
▽
運
転

免
許
証
▽
納
税
通
知
書
（
納
付

書
）
ウ
印
鑑

　
な
お
、
障
害
の
程
度
に
よ
り

減
免
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
民

税
課
（
内
線
2
1
2
0
）
ま
で
。

　
　
が

設
　
ら

態
長

こ
市

が
本

論
　
池

剖
ト

どな室会集室谷室理調▲

カメラで
おじゃま

モ
樹

ハ
植

口
念

イ
記

木
を

の
ジ

市
ミ

　４月13日(水)

開地域福祉センター開館式

　この程完成した、同センターのオープンを祝い、

地域の住民や関係者200人が集まりました。

　
四
月
二
十
二
日
か
ら
、
公

共
下
水
道
の
処
理
区
域
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
使
用
開
始
区
域
は
、

○
東
宇
治
処
理
区
＝
木
幡
北

畠
、
桧
尾
、
南
山
、
南
山
畑

の
一
部
○
洛
南
処
理
区
＝
小

倉
町
西
浦
、
南
堀
池
の
一
部
、

伊
勢
田
町
、
南
遊
田
の
一
部
、

大
久
保
町
井
ノ
尻
、
山
ノ
内
、

旦
椋
、
平
盛
の
一
部
、
横
島

町
中
川
原
の
一
部
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
の
下
水

道
普
及
率
は
二
・
三
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
二
八
・
三
％
に
な

り
ま
す
。

　
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
と
河
川
の
水
質
を
保

全
す
る
た
め
に
、
各
家
庭
で

公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

○
く
み
取
り
便
所
は
便
用
開

始
の
告
示
後
三
年
以
内
に
、

ま
た
、
浄
化
槽
式
便
所
は
速

や
か
に
公
共
下
水
道
に
つ
な

ぎ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

○
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

排
水
設
備
工
事
は
、
市
指
定

の
「
排
水
設
備
工
事
公
認
業

者
」
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
市
で
は
、
排
水
設
備
工
事

費
用
の
融
資
を
金
融
機
関
に

あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
と
き
は
、
公
認
業
者

に
そ
の
こ
と
を
伝
え
、
工
事

の
申
請
と
併
せ
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
下
水
道
管

理
課
（
内
線
2
4
5
2
）
へ
。
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豺３

献血

後午
　
゜

と
　
一

時
タ

ー
ン

後
セ

午
療

一
　
医

時
健

犯
保

前
　
ヽ

午
半

　
ヽ
時

圀
３

日
　
一

６
時

●

飼えなくなった犬・猫

簾
｛
Ｊ半

｛
一
　
・

時
く

ユ前
Ｃ
よフ週

所
｀
。

相談あんない

胤
　
３
つ
ｓ
Ｆ

　
　
一
　
に
　
一
　
炎

４
　
半
回
２
肢

Ｅ
　
ご
お

い
　
後
員
議
が

『
　
午
定
押
ｍ

　
％
　
　
　
一
　
ｏ
ｔ
ナ

ｍ
　
四
皿
匹
ふ

゜

３
　
週
祉
社
を
す

　
　
・
毎
福
　
゜
約
ま

談
館
　
合
人
予
め

相
民
談
総
如
話
決

年
公
相
　
ヽ
着
電
を

少
治
律
半
先
へ
間

青
宇
法
時
き
ｍ
一
時

■
　
　
■

館
４
金
　
以
方
　
側
方
府
ト

民
Ｔ
年
　
辰
地
　
日
地
都
祁

公
半
民
　
５
治
　
・
２
治
京
ｙ

倉
時
国
　
り
宇
莉
　
宇
回
叩

小
１
圃
　
伽
府
∽
談
府
　
・
ａ

＝
後
・
　
日
都
一
相
都
可
一

胞
午
ど
　
Ｈ
京
ｚ
と
京
も
夕

日
　
ヽ
な
　
　
　
　
ヽ
豊
ご
　
ヽ
談
ン

口
館
険
　
談
時
局
り
時
相
セ

　
民
保
　
相
４
興
困
４
の
進

所
公
康
　
゜
故
後
振
る
後
で
推

談
野
健
ｓ
事
午
同
わ
午
話
動

相
広
・
３
通
一
圃
か
一
電
運

険
＝
金
線
交
時
　
・
か
時
　
・
放

保
吻
年
内
府
９
局
に
９
局
追
　
・

会
日
　
゜
豊
都
前
興
力
前
興
力
釦

社
刀
一
時
課
京
午
振
暴
午
振
暴
ｓ

‐
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
－

‥
．
：
…
：
…
：
…
：
：
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一
の
て
民
手

こ
」
し
市
の

　
に

懇
Ｅ
四

一
で
を
度
″

一
会
業
年
ふ

一
議
事
６
き

一
協
談
は
び

…
祉
相
く
手

…
福
種
し
と

一
会
各
詳
一

一
社
も
　

・

ダ

一
　

ヽ

に
す
ン

…
市
か
ま
レ

一
　
ほ
い
力

♂
一
一
一
一
―
一
一
１
一
１
一
一
一
一
一
一
一
ゆ
Ｉ
・
一

○
・

心竃一
Ｊ

を
Ｉ

ｔ－
●
リ

　
成
人
病
　
生
活
改
善
十
ヵ
条

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
成
人
病
と
は
、
四

～
五
十
歳
代
か
ら
増
え
て
く
る
病
気
の
総

称
で
、
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿

病
・
高
血
圧
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
平
成
四
年
度
の
死
亡
者
の
う
ち
、
六
一

・
四
％
の
人
が
、
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒

中
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
成
人
病
の
多
く
は
。
特
に
こ
れ
と
い
っ

た
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
毎
日
の
生

活
の
中
の
悪
い
習
慣
が
積
み
重
な
っ
て
発

病
し
ま
す
。
発
病
の
初
期
は
自
覚
症
状
が

乏
し
く
、
’
慢
性
的
に
ゆ
っ
く
り
進
行
し
て

い
き
ま
す
。

　
成
人
病
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
に
は
、
病

気
に
な
ら
な
い
た
め
の
一
次
予
防
と
、
体

の
異
常
や
病
気
を
早
く
発
見
し
て
、
早
期

一

　
市
で
は
、
毎
年
、
基
本
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
一
年
に
一
度
は
健
診
を

受
け
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
腹
八
分
目
を
守
る

②
野
菜
を
十
分
に
と
る

③
食
塩
を
減
ら
す

④
動
物
性
脂
肪
を
控
え
る

⑤
お
酒
・
タ
バ
コ
は
程
々
に

⑥
適
度
な
運
動
を

⑦
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

⑧
睡
眠
を
十
分
に

⑨
太
り
過
ぎ
な
い

⑩
定
期
的
に
健
康
診
断
を

に
治
療
を
始
め
る
二
次
予
防
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
生
活
改
善
十
ヵ
条
を
守
っ
て
、
健

康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

あん

な

こん

な本

　「含♀のはなし　鳥」上田恵介著／竹井

秀男画／技報堂出版

版
き
限
な
な
ス
イ
く
求

出
の
年
ん
々
メ
い
し
　
゜

堂
婦
１
こ
様
と
し
楽
す

報
夫
は
　
゜
や
ス
美
に
ま

技
り
実
一
実
オ
　
ヽ
共
れ

ご
ド
　
ヽ
だ
事
の
を
と
く

百
シ
は
っ
な
ち
界
ト
て

男
オ
な
だ
外
た
世
ス
え

秀
　
ず
り
以
鳥
の
ラ
教

教えてくれます。求　　廠

愛の時、美ぼうで迫るもの、巣などの財産で

誘うもの。子育てをする夫、家庭を省みない

夫や妻､う孚気もあり千差万別。「ホンマに人

間と同じやなあ」（著者）と身につまされなが

ら、自分の子孫を残すための性とうたの厳し

い世界も自然に学べるＬ冊です。

　「湖国の水鳥」上杉満生著／光村座古書院

　近畿の水がめ琵琶湖はい嗚たちの宝庫。四

季折々の湖国の風景を背景にあでや加こ舞い

釘宍し万作謡作

｜「ポルカ　はねなしガチョウのぼうけん」ゾ
ヨン・バーニンガム文・絵／永島始訳／ほ

るぷ出版

生まれつき、羽の生えていないガチョウの

女の子・ボルガのお話です。　　　　　　廠

眺
　
つ

横
　
＆

ｊ
　
　
さ

ツ
。
匹

四
詰

ツ
一
『
事

作
一
心
八
躬

｀
治
　
ヽ
に

諾
諾

嶋
七
厘

ｒ
　
弧
　
　
チ

族
開
気
日
れ
た
な
か
く
れ

家
て
病
　
ヽ
ら
っ
き
温
て
で

も
れ
　
ヽ
が
来
乗
向
の
っ
物

ら
さ
は
鳥
て
に
前
で
わ
み

が
ま
に
た
れ
子
の
室
伝
読

な
励
院
し
連
奇
生
療
が
い

い
に
病
を
ら
剰
先
診
し
し

遭
人
だ
が
か
　
゜
の
と
差
さ

に
友
し
け
中
す
鳥
勢
眼
や

故
や
設
や
本
ま
小
姿
い
る

誰

　
日
　
地
区
　
’
駐
車
時
間
　
　
駐
車
場
所

６
日
倒
木
幡
　
３
‥
釦
～
巧
‥
∽
　
木
幡
公
民
館
前

ω
日
脚
　
六
地
蔵
　
３
‥
３
～
μ
以
ｗ
　
六
地
蔵
公
会
堂
前

　
　
　
御
蔵
山
　
Ｍ
‥
ｓ
～
巧
一
回
　
御
蔵
山
小
学
校

‐
日
出
平
尾
台
　
μ
‥
如
～
巧
‥
∽
　
平
尾
台
第
一
児
童
公
園

　
　
　
羽
戸
山
　
犯
‥
Ｍ
一
～
‥
‥
一
‥
ｍ
宍
　
羽
戸
山
集
会
所
横

旧
日
出
福
　
角
　
Ｄ
‥
蜀
～
Ｍ
‥
３
　
五
ヶ
庄
福
角
市
営
住
宅

　
　
　
岡
　
屋
　
Ｍ
‥
９
～
巧
‥
如
　
岡
屋
小
学
校

¨
¨
゛
日
心
　
南
陵
町
　
ｍ
一
‥
ｍ
Ｊ
～
Ｈ
‥
ｍ
宍
　
南
陵
第
二
児
童
公
園

　
　
　
遊
　
田
　
Ｍ
一
一
…
宍
～
ａ
‥
∽
　
西
小
倉
中
学
校
北
門

　
　
　
三
室
戸
　
ｍ
‥
ｍ
一
～
ｎ
‥
ｍ
一
　
府
営
三
室
戸
団
地
内

ほ
日
叫
志
津
川
　
Ｂ
‥
釦
～
Ｍ
‥
ｙ
…
一
　
志
津
川
バ
ス
駐
車
場

　
　
　
明
星
町
　
Ｍ
‥
３
～
巧
‥
∽
　
汚
水
処
理
場
横

に
日
出
　
北
小
倉
　
３
‥
釦
Ｉ
巧
‥
釦
　
北
小
倉
小
学
校

凶
日
困
南
小
倉
　
犯
‥
ｍ
宍
～
ｎ
‥
如
　
南
小
倉
小
学
校

　
　
　
吹
前
　
Ｍ
一
∽
Ｉ
拓
‥
ｍ
一
　
棋
島
小
学
校

　
　
　
棋
　
島
　
３
．
０
～
４
．
卵
一
　
南
蔦
合
口
の
通
り

２
日
心
蔭
　
山
　
Ｍ
‥
ｓ
～
ｎ
‥
如
　
ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

　
　
　
．
大
久
保
　
犯
‥
聞
一
～
い
‥
‥
‥
ｍ
一
　
旦
椋
公
会
堂
前

３
日
脚
西
大
久
保
２
‥
∽
～
Ｍ
‥
３
　
西
大
久
保
小
学
校

　
　
　
平
盛
　
μ
‥
如
～
巧
‥
ｓ
　
平
盛
小
学
校

５
日
困
緑
ヶ
原
　
Ｂ
‥
一
Ｊ
１
５
‥
釦
　
緑
ケ
原
蔭
田
緑
地

　
　
　
　
　
開
　
　
３
‥
∽
～
μ
‥
釦
　
日
産
開
ア
ぴ
Ｉ
ト
東
側

３
日
俐
　

広
　
野
　
巧
¨
ｍ
゛
～
拓
¨
ｍ
一
　
大
久
保
小
学
校

刀
日
６
　
北
棋
島
　
Ｍ
‥
ｍ
一
～
巧
‥
釦
　
北
棋
島
小
学
校

Ｈ
Ｍ
刈
　
伊
勢
田
　
Ｂ
‥
釦
～
巧
‥
釦
　
伊
勢
田
小
学
校

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

おは

なし

会

かほ居芝紙せか聞み読供子の上以歳３ グンリテ　
ー

リ　
ー

トスに主　
○
でま人大らか供子

健
康

め
も

　
　
　

今月のテー々:･愛鳥週間にちなんで…………

保健・衛生・相談
図書館

怒
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5月のし尿収集日程

おはなした
まてばこ
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